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令和６（202４）年度 事業報告書 

令和５（202３）年11月１日から令和６（202４）年10月31日まで 

 

NPO 法人ホスピタル・プレイ協会 

すべての子どもの遊びと支援を考える会 

 

① 事業の成果 

・静岡県立大学短期大学部の協力要請により社会人専門講座HPS 養成講座および HPS 養 

成週末講座の開講に助言指導を行なった。 

・第1６回ＨＰＳ国際シンポジウム・研究大会、第1０回スキルアップ講座、シリーズホスピタルプレイ 

講座を開催した。 

・茨城エコーゼミナールと協働し、熊本赤十字病院にてエコーセミナーを開催した。 

・その他、以下の事業を実施した。 

 

② 事業の実施に関する事項 

１）特定非営利活動に係る事業 

（１）病院や療育施設などに入院している子どもに遊びを届ける活動 

①具体的な事業内容： 

病院や療育施設などに入院している病児や障害児を訪問し、一緒に遊びを体験してもらう活 

動 

・静岡県内外児童福祉関係施設および関係機関等に入所している子どもへの遊び支援実施実

実施期間：令和５年11月～令和６年10月 

 

（２） 在宅の子どもに遊びを届ける活動 

① 具体的な事業内容: 

自宅など病院や療育施設以外で療養している病児や障害児を訪問し、病児や障害児およ 

びそのきょうだいと一緒に遊びを体験してもらう活動 

・実施期間：令和５年11月～令和６年10月 

・訪問先：静岡、愛知、大阪在住の17名の子どもときょうだい、家族 

 

（３）ホスピタル・プレイを普及するための教育研究活動 

① 具体的な事業内容 

シリーズホスピタルプレイ講座を開催した。 

・講座テーマ：医療的ケア児の五感に働きかける遊びの実践と効果 

・実 施 日：令和５年１１月１２日 

・実施場所：オンデマンド開催 

・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）２６名 
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   ・講座テーマ：子どもと医療を遊びでつなぐホスピタル・プレイの実践と効果 

   ・実 施 日：令和5年12月2日 

   ・実 施 場 所：オンデマンド開催 

          ・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）２2名 

 

 ・講座テーマ： 在宅支援におけるホスピタル・プレイの実践と効果 

   ・実 施 日：令和６年１月13日 

   ・実 施 場 所：オンデマンド開催 

          ・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）２８名 

 

・講座テーマ： プレイ・プレパレーション、ディストラクション・セラピーを導入するための取り組み 

  ・実 施 日：令和６年７月６日 

  ・実 施 場 所：オンデマンド開催 

         ・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）２４名 

 

・講座テーマ： プレイ・プレパレーション、ディストラクション・セラピーの展開 

  ・実 施 日：令和６年７月２０日 

  ・実 施 場 所：オンデマンド開催 

         ・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）２７名 

 

・講座テーマ：プレイ・プレパレーション、ディストラクション・セラピーの発展 

  ・実 施 日：令和６年８月２４日 

  ・実 施 場 所：オンデマンド開催 

         ・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）３１名 

 

② 具体的な事業内容 

静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科地域経営研究センターの依頼を受け、

社会人学習講座を開催した。 

・テ ー マ：「トラウマのあるこどもと遊びを使った支援方法を学ぶ ～病児編～」 

・実 施 日：令和６年９月６日 

・実施場所：静岡県立大学（オンライン開催） 

・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者9名 

 

・テ ー マ：「トラウマのあるこどもと遊びを使った支援方法を学ぶ ～障害児編～」 

・実 施 日：令和６年１０月２６日 

・実施場所：静岡県立大学（オンライン開催） 

・参 加 者：小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者１０名 
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③ 具体的な事業内容 

静岡県立大学短期大学部と共催で第 １５回HPS国際シンポジウム・研究大会を開催した。 

・テ ー マ：「疾病のある子ども」から「病いを語る子ども」へ-ホスピタル・プレイができること- 

・実 施 日：令和５年２月２３日～3月18日 

・実施場所：静岡県立大学短期大学部（対面・オンライン・オンデマンド配信によるハイブリッ 

ド開催） 

・参 加 者：HPS、小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者（学生を含む）２４４名 

    

      
HPS国際シンポジウム・研究大会の様子 

 

④ 具体的な事業内容 

 第10回HPSスキルアップ講座を開催した。 

・テ ー マ：私たちのHPSとしての旅 

・実施場所：静岡県立大学短期大学部 

・参 加 者：HPS、小児医療、児童福祉、特別支援教育関係者138名 

 

⑤ 具体的な事業内容 

第１０回日本小児診療多職種研究会にてホスピタル・プレイワークショップと小児エコーセミナ 

ーを開催した。 

・実 施 日：令和５年２月１０日 

・実施場所：ステーションコンファレンス東京 

 

⑥ 具体的な事業内容 

プレイ・プレパレーション・セミナー、こども病院セミナー、エコーセミナーを開催した。 

・実 施 日：令和６年８月１８日 

・実施場所：熊本赤十字病院 

・連 携 先：茨城エコーゼミナール 
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熊本赤十字でのエコーセミナーの様子 

 

⑦ 具体的な事業内容 

静岡県立大学短期大学部より協力要請を受け、社会人専門講座 HPS 養成講座および HPS  

養成週末講座の開催に助言を行なった。実施場所は両講座とも静岡県立大学短期大学部。 

 

（４）HPS 有資格者へのキャリアアップ支援活動 

① 具体的な事業内容 

病院や療育施設などに入院している病児や障害児に遊びを届ける活動への支援および 

在宅の病児や障害児に遊びを届ける活動への支援 

   ・実施日時：随時（毎月１～２回程度） 

 ・実施場所：静岡、愛知、関西（大阪・神戸他） 

   ・従事者数：各回平均２名 

   ・参 加 者：HPS 養成（週末）講座修了生 

   ・参加者数：各回平均 15 名 

 

（５）その他、目的を達成するために必要な事業 

① 具体的な事業内容 

令和５年１２月２１日に病児、障がい児、社会的養護が必要な子ども、戦禍の子どもたちの

支援を行なうBright kids Charity（ウクライナ キーウ）へおもちゃ、木製メディカルキット、

キワニスドール、サインペン等を送る。 

 

② 具体的な事業内容 

令和６年５月１１日に愛知県難病団体連合会主催の「難病フェス in いちのみや」にてブース

出展とホスピタル・プレイ・ワークブックを開催した。 

 

③ 具体的な事業内容 

フィリピンにて開催のChild Life and Hospital Play Summitにて講演とワークショップ開

催と現地の病院訪問 

 



全体

（単位：円）

Ⅰ 経常収益
　1.入会金収入
　　入会金収入 27,000

27,000
　2.会費収入
　　正会員会費収入 865,000
　　賛助会員会費収入

865,000
　3.事業収入
　　静岡県県立短大養成週末講座 4,893,818
　　静岡県立短大国際シンポ 2,404,700
　　ホスピタルプレイ講座 472,307
　　木製メディカルキット　他 435,202

8,206,027
　4.補助金収入
　　民間助成金収入 130,000

130,000
　5.寄付金収入
　　寄付金収入 100,000
    募金収入 100,000

200,000
　6.雑収入
　　雑収入 316,597

316,597
　経常収益計 9,744,624
Ⅱ 経常費用
　１.事業費
 　　（1）人件費
　　　　　給料手当 837,083
　　　　　臨時雇賃金 2,096,762
　　　　　人件費計 2,933,845
 　　（2）その他経費
          材料費 213,340
　　　　　旅費交通費 1,350,272
　　　　　通信運搬費 692,349
　　　　　消耗品費 162,870
　　　　　印刷製本費 510,715
　　　　　保険料 118,195
　　　　　諸謝金 2,034,501
　　　　　租税公課 2,000
　　　　　会議費 163,089
　　　　　支払手数料 15,230
　　　　　会場費 301,381
　　　　　研修費 143,700
　　　　　その他経費計 5,707,642
　 　事業費計 8,641,487
　２.管理費
 　　（1）人件費
　　　　　給料手当 1,109,294
　　　　　法定福利費 523,808
　　　　　福利厚生費 5,000
　　　　　人件費計 1,638,102
 　　（2）その他経費
　　　　　減価償却費 93,582
　　　　　交際費 43,090

 活 動 計 算 書 

令和5年11月1日から令和6年10月31日まで

科目 金額



全体

（単位：円）

 活 動 計 算 書 

令和5年11月1日から令和6年10月31日まで

科目 金額

　　　　　旅費交通費 429,779
　　　　　通信運搬費 50,875
　　　　　消耗品費 17,524
　　　　　印刷製本費 9,350
　　　　　諸謝金 92,500
　　　　　支払手数料 256,216
　　　　　諸会費 73,807
　　　　　会議費 4,198
　　　　　雑費 28,068
　　　　　その他経費計 1,098,989
　 　管理費計 2,737,091
　 経常費用計 11,378,578
　　 当期経常増減額 △ 1,633,954
Ⅲ 経常外収益
　経常外収益計 0
Ⅳ 経常外費用
　経常外費用計 0
Ⅴ 経理区分振替額
　 　経理区分振替額
　　　当期正味財産増減額 △ 1,633,954
　　　前期繰越正味財産額 1,464,894
　　　次期繰越正味財産額 △ 169,060
（注）特定非営利活動促進法第28条第1項の収支計算書を活動計算書と呼んでいます。
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